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1. 情報と技術の事業体のガバナンス(EGIT)

 情報と技術(I&T : information and technology) は事業体の支援
、持続性および成長において必須のものになった

 EGIT(enterprise governance of information and technology)は
事業体のガバナンスに不可欠な要素である

• 組織内のプロセス、構造、リレーショナルメカニズムの定義と導
入の監督は経営陣によって実行される。

• 業務要員とIT要員の両方が事業価値を創造する責任を果たす
ことを可能にする。

• I&Tが可能とするビジネス投資からビジネス価値を創出すること
を可能にする。

事業体の
ＩＴガバナンス

ビジネス/ITの整合 価値創出

出所：COBIT® 2019フレームワーク 序論および方法論
図表1.1
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ガバナンス目標： 価値創出

効果の実現 リスク最適化 資源の最適化

情報と技術の事業体のガバナンス(EGIT)

EGITはデジタルトランスフォーメーションによる価値の提供とデジタル
トランスフォーメーションから生じる業務上リスクの低減に関係してい
る。

具体的には、EGITの導入の成功によって3つの主要な成果を期待す
ることができる。

（参考）「ガバナンス」は「舵取り」
ギリシャ語の動詞 kubernáo（舵を取る） に由来
日本では「統治」が一般的（押さえつけるような語感）
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ガバナンスとマネジメントを明確に区別
 ガバナンスによって、次のことを確実にする

• バランスの取れた合意された事業体の目的を決定する
ために、利害関係者のニーズ、条件および選択肢を評
価する。

• 優先順位付けと意思決定を通して、方向性を設定する。

• 合意された方向性と目的に対して、パフォーマンスとコン
プライアンスをモニタリングする。

 マネジメント層は、事業体の目的を達成するために、ガ
バナンス組織によって設定された方向性に沿って、

活動を計画、構築、実行およびモニタリングする。
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2. COBIT2019 とは

 COBITは、事業体全体を対象とした、事業体の情報
と技術のガバナンスとマネジメントのためのフレーム
ワーク。

 事業体のI&Tとは、事業体の目標を達成するために
事業体が導入している全ての技術と情報処理のこと。

 これが事業体内のどこで発生するかに関係なく、言
い換えれば、事業体のI&TはIT部門のITに限定され
ていない。

 COBITは、もともと “Control Objectives for 
Information and related Technology”に由来している。
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COBIT 2019とは(続き)

COBITは以下のものではない

• COBITは、事業体のIT環境全体を完全に説明し
たものではない。

• COBITは、ビジネスプロセスを体系化するための
フレームワークではない。

• COBITは、すべての技術をマネジメントするため
の技術的フレームワークではない。

• COBITは、IT関連の決定を下すことも規定するこ
ともない。
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COBITはすでに20年以上の歴史があり、監査の基準から

出発して、COBIT 2019により事業体I&Tガバナンスのフ
レームワークへと進化してきた。

COBITの進化

事業体 IT ガバナンス（GEIT）

COBIT 5

ITガバナンス

COBIT4.0/4.1

マネジメント

COBIT3

コントロール

COBIT2

監査

COBIT1

2005/7200019981996 2012

Val IT 2.0

(2008)

Risk IT

(2009)

ス
コ
ー
プ
の
進
化

出所： COBIT® 5の紹介資料を基に講演者がCOBIT 2019の記載を追加

COBIT

2019

2018

事業体 I&T ガバナンス（EGIT）
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（参考）COBIT 5 における
「フレームワーク」

• 複雑な課題を解決したり対策を講じたりするために使
われる基本的な概念構造

• アプローチや理解の方法、関連するエンティティ間の
関係とそれらの役割、境界を定義する上での一連の
コンセプト、仮説、実践手法

出所：COBIT 5 付録H 用語解説(日本語版 p.103）
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ステークホルダー

本ドキュメントの対象読者

• 内部のステークホルダー

取締役会、経営幹部、ビジネスマネージャ、

ITマネージャ、リスク管理者

• 外部のステークホルダー

監督機関、ビジネスパートナー、 ITベンダ
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3. COBIT 2019全体概要とドキュメント
COBIT 2019ではCOBIT 5の経験を基に、環境変化に対応し、ガバナ
ンス/マネジメント目標やデザインファクター、フォーカスエリア等の新
しい概念を導入している。

出所：COBIT® 2019フレームワーク 序論および方法論 図表4.1

(SME : small and medium enterprises)

(SME : small and medium enterprises)
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COBIT 2019  プロダクトファミリー

• COBIT ® 2019フレームワーク：導入と方法論
（COBIT® 2019 Framework: Introduction and

Methodology）

主要概念の紹介。

• COBIT ® 2019フレームワーク：ガバナンスとマネジ
メント目標

（COBIT® 2019 Framework: Governance and

Management Objectives）

40の中核となるガバナンスとマネジメントの目的、プ

ロセス、およびその他の関連コンポーネントを包括的
に説明している。
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COBIT 2019  プロダクトファミリー（続き）

• COBIT ® 2019デザインの手引き

（COBIT® 2019 Design Guide）

ガバナンスに影響を与える可能性があるデザイン
ファクターを検討し、調整したガバナンスシステムを計
画するためのワークフローを提示。

• COBIT ® 2019導入の手引き：I&Tのガバナンスソ
リューションの導入と最適化（近日公開）

（COBIT® 2019 Implementation Guide）

継続的なガバナンス改善のためのロードマップを作
成するもの。
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COBIT 2019  プロダクトファミリー
ダウンロード方法
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COBIT 2019  プロダクトファミリー
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COBIT 2019  プロダクトファミリー
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COBIT 2019  プロダクトファミリー
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4. COBIT 2019の原則

ガバナンスシステムの原則
ガバナンスフレームワーク
の原則

出所：COBIT® 2019フレームワーク
序論および方法論 図表3.1
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出所：COBIT® 2019フレームワーク
序論および方法論 図表3.2
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COBIT 5の原則

より実践的とするための動的なシステム、テーラリングの原則を追加し、フレームワ
ークの設計原則には、概念モデルベース、柔軟性等の原則を追加している。

出所：COBIT® 5 日本語版, 図表2. © 2012 ISACA® All 

rights reserved.

COBIT 2019の原則
ガバナンスシステムの原則

ガバナンスフレームワークの原則

COBIT 5の原則との比較

1. ステー
ク

ホルダー
のニーズ
を充足

3. 一つに
統合された
フレーム
ワーク

4. 包括的
アプローチ

の実現

5. 

ガバナンス
と

マネジメント
の分離 COBIT 5の

原則

2. 事業
体全体
の包含

1. ステーク

ホルダー価
値の提供

4. マネジメン

トと異なるガ
バナンス

2. 包括的

アプロー
チ

5. 事業体

ニーズへの
テーラリング

3. 動的なガ

バナンスシス
テム

6. 事業体全

体のガバナ
ンスシステム

1. 概念モデ
ルベース

3. 主要な標
準との整合

2. オープ

ンでフレキ
シブル
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4.1ガバナンスシステムの原則
ガバナンスシステムの原則1：

ステークホルダー価値の提供

各事業体は、利害関係者のニーズを満たし、I＆Tの使用から価値を生
み出すためにガバナンスシステムを必要とする。価値は利益、リスク、リ
ソースのバランスを反映しており、事業体はこの価値を実現するための
実行可能な戦略とガバナンスシステムが必要である。

1. ステーク

ホルダー価
値の提供

4. マネジメン

トと異なるガ
バナンス

2. 包括的

アプロー
チ

5. 事業体

ニーズへの
テーラリング

3. 動的なガ

バナンスシス
テム

6. 事業体全

体のガバナ
ンスシステム
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ステークホルダーニーズを
出発点とした達成目標カス
ケードの考え方を踏襲して
いるが、展開先がイネーブ
ラー目標からガバナンス/マ
ネジメント目標になった。

ガバナンスシステムの原則1：

ステークホルダー価値の提供

出所：COBIT® 2019フレームワーク 序論および方法論
図表4.16
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COBIT5とCOBIT2019の達成目標カスケードの比較

COBIT 5の達成目標カスケード

展開

ステークホル
ダーの推進力

と要望

事業体の
達成目標

整合目標

ガバナンスと
マネジメント

の目標

展開

展開

ステークホルダーのドライバー
（環境、技術革新、…）

ステークホルダーニーズ＝価値創
出効果の実

現
リスク
最適化

資源最適
化

影響

事業体の達成目標

IT達成目標

イネーブラーの達成目標

展開

展開

展開

COBIT 2019の達成目標カスケード

出所: COBIT® 5 日本語版, 図表
4, © 2012 ISACA® All rights 

reserved.
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COBIT2019でのEGからAGへの対応

EG:

事業体達成
目標

AG：

整合
目標

出所：COBIT ® 2019フレームワーク：ガバナンスとマネジメン
ト目標 p.297 「A.1.1マッピングテーブル：事業体の達成目
標 - 整合目標」

（ＩＴ達成
目標）
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AGからガバナンスとマネジメント目標への対応

ガバナンスと
マネジメント目標

AG：

整合
目標

出所：COBIT ® 2019フレームワーク：ガバナンスとマネジメン
ト目標 p.298 「A.1.2 マッピングテーブル：整合目標 - ガバ
ナンスとマネジメント目標」

（ＩＴ達成
目標）
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各ガバナンスとマネジメント目標での記載

EG:

事業体
達成目

標

AG：

整合目
標

出所：COBIT ® 2019フレームワーク：ガバナンスとマネジメン
ト目標 p.29 



ISACA 東京支部 基準委員会. 26

プロセスコンポーネントでの活動の記載

出所：COBIT ® 2019フレームワーク：ガバナンスとマネジメン
ト目標 p.29 
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ガバナンスシステムの原則2：
包括的アプローチ

1. ステーク

ホルダー
価値の提

供

4. マネジメ

ントと異なる
ガバナンス

2. 包括的

アプロー
チ

5. 事業体

ニーズへの
テーラリング

3. 動的なガ

バナンスシ
ステム

6. 事業体全

体のガバナ
ンスシステ

ム

事業体のI&Tのためのガバナンスシステムは、さまざま
な種類のコンポーネントで構成されていて、それらが包
括的な方法で連携して機能する。
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7つのコンポーネント（イネーブラー）による
包括的な対応

事業体のI&Tに関するガ
バナンスとマネジメント に
ついて、個々にかつ集合
的に影響を与える7つの
コンポーネント（イネーブ
ラー）により包括的に対
応する。

プロセス

組織構造

原則、

ポリシー、手
続き

情報

文化、
倫理、
行動

人材、
スキル、
遂行能力

サービス、

インフラスト
ラクチャ、

アプリケー
ション

ガバナンス
システム

出所：COBIT® 2019フレームワーク
序論および方法論 図表4.3
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COBIT 5のガバナンスイネーブラー

COBIT 5のイネーブラーと
COBIT 2019のコンポーネント

出所：COBIT® 5 日本語版, 図表2. © 2012 ISACA® All rights reserved.

プロセス

組織構造

原則、

ポリシー、
手続き

情報

文化、
倫理、
行動

人材、
スキル、
遂行能力

サービス、

インフラス
トラクチャ、

アプリケー
ション

ガバナンス
システム

2. プロセス 3. 組織構造
4. 文化、

倫理、行動

5. 情報
7. 人材、
スキル、
遂行能力

6. サービス、

インフラストラク
チャ、

アプリケーション

資源

1. 原則、ポリシー、フレームワーク

COBIT 2019のガバナンスシステムのコンポーネント



ISACA 東京支部 基準委員会.

ガバナンスシステムのコンポーネント

• プロセス：特定の目的を達成し、IT関連の全

体的な目標の達成をサポートする一連のア
ウトプットを生成するための体系化された一
連のプラクティスおよびアクティビティを記述
します。
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ガバナンスシステムのコンポーネント

• 組織構造：事業体における重要な意思決定
主体である。

• 原則、ポリシー、手続き：望ましい行動を日常
管理のための実践的な指針に変換する。

• 情報：どの組織にも広く行き渡っており、事業
体が作成し使用したすべての情報が含まれ
ている。 COBITは、事業体のガバナンスシス

テムが効果的に機能するために必要な情報
に焦点を当てている。
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ガバナンスシステムのコンポーネント

• 文化、倫理、行動：ガバナンスとマネジメント
の成功要因として過小評価されがちである。

• 人材、スキル、遂行能力：決断、是正処置の
実行、そしてすべての活動の成功のために
必要である。

• サービス、インフラストラクチャ、およびアプリ
ケーション：事業体にI&T処理のためのガバナ

ンスシステムを提供するインフラストラクチャ、
テクノロジ、およびアプリケーション。
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ガバナンスシステムの原則3：
動的なガバナンスシステム

1. ステーク

ホルダー
価値の提

供

4. マネジメ

ントと異なる
ガバナンス

2. 包括的

アプロー
チ

5. 事業体

ニーズへの
テーラリング

3. 動的な
ガバナンス
システム

6. 事業体全

体のガバナ
ンスシステ

ム

ガバナンスシステムは動的であるべきである。 これ
は、１つまたは複数の設計要素が変更されるたびに（
例えば、戦略または技術の変更）、ＥＧＩＴシステムに
対するこれらの変更の影響を考慮しなければならな
いことを意味する。 EGITのダイナミックな見方は、実
行可能で将来性のあるEGITシステムを導く。
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ガバナンスシステムはステークホルダーニーズの変化や外
部環境の変化等に対応し、動的に変革していく必要がある。

COBIT コア

ガバナンス目標とマネジメント目標の参照モデル
情報とテクノロジー

のための
テーラーメイドの

事業体ガバナンス
システム

・事業体戦略
・事業体達成目標
・事業体のサイズ
・IT部門の役割
・I&Tのソーシングモデル
・コンプライアンス要件、等

デザインファクター

・SME

・セキュリティ
・リスク
・DevOps、等

フォーカスエリ
ア

ガバナンスとマネジメント目標の優先順位付け

特定のフォーカスエリアのガイダンス

目標とする能力と成果のマネジメントのガイダ
ンス

・ステークホルダーニーズの変化

・技術の進展等外部環境の変化

原則3：動的なガバナンスシ
ステム

出所： COBIT® 2019フレームワーク序論および方法論 図表4.1

(SME : small and medium enterprises)
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COBITのデザインファクター

事業体のガバナンスシステムの設計に影響を与え、I＆Tの
使用を成功させるための要因。
COBIT2019で新しく導入された概念である。

事業体戦略 事業体達成目標
リスクプロファイ

ル
I&T関連の課題 脅威の状況

コンプライアンス
要件

IT部門の役割
I&Tのソーシング

モデル
I&T導入手法

テクノロジー活用
戦略

事業体の規模

将来のデザインファクター

出所： COBIT® 2019フレームワーク序論および方法論 図表4.4
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事業体リスクプロファイル⇒ガバナンス/マネジメント目標への
マッピング（イメージ）
事業体リスクプロファイルの内容により、40のガバナンス/マネジメント目標のうち、特
に重要となる目標との関係がデザインガイドにより示されている

出所：COBIT® 2019 デザインガイド： 図表A.4

横軸：19のリスクカテゴリー

縦
軸

：4
0
の

ガ
バ

ナ
ン

ス
と

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

の
目

標
例えば、リスク「I&Tの専門性、スキル、行動」を保有す
る場合、「APO07人的資源の管理」のマネジメント目

標に対して重要性の影響を強く及ぼすことを示してい
る。
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COBITのフォーカスエリア
デザインファクターにより影響を受けガバナンスシステム
のフォーカスが異なる領域として、「フォーカスエリア」の
概念も導入されている。

中小の事業体
サイバーセキュ

リティ
デジタルトラン

フォーメーション

クラウドコン
ピューティング

プライバシー DevOps

将来のフォーカスエリア
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ガバナンスシステムの原則4：
マネジメントと異なるガバナンス

1. ステーク

ホルダー
価値の提

供

4. マネジメ

ントと異なる
ガバナンス

2. 包括的

アプロー
チ

5. 事業体

ニーズへの
テーラリング

3. 動的なガ

バナンスシ
ステム

6. 事業体全

体のガバナ
ンスシステ

ム

ガバナンスシステムは、ガバナンスとマネジメントの
活動および構造を明確に区別する必要がある。
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ガバナンス層が評価・方向付け・モニタリングのEDMサイ
クルを、マネジメント層が計画・構築・実行・モニタリングの
PBRMサイクルを回すという、異なる役割を果たす。

 ガバナンスとは、取締役会の責任であり、その取締役
会長のリーダーシップのもと評価・方向付け・モニタリン
グ（EDM）のサイクルを回すこと

 マネジメントとは、経営幹部の責任であり、最高経営責
任者（CEO）のリーダーシップのもと計画・構築・実行・
モニタリング（PBRM）サイクルを回すこと

出所：COBIT® 5 日本語版, 図表15. © 2012 ISACA® All rights reserved.（一部追
記）

ガバナンス

マネジメント

計画
(Plan)

評価
（Evaluate）

構築
(Build)

実行
(Run)

モニタリン
グ

(Monitor)

方向付け
（Direct）

モニタリング
（Monitor）

マネジメント
フィードバック

ビジネスニーズ

1

2

3

4

5

2 3 4 5

1
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ガバナンスには評価・方向付け・モニタリングを行う5つの監
督目標、マネジメントには、14の計画、11の構築、6つの運
用、4つのモニタリングに関するマネジメント目標がある

出所：COBIT® 2019フレームワーク序論および方法論 図表4.2 に一部情報を付加

：新たに追加された目標

赤字 ：用語の変更部分

ガバナンス目標
評価、方向付け、モニタリング

EDM01

ガバナンスフレーム
ワークの設定と維持

の確保

EDM02 

効果提供
の確保

EDM03 

リスク最適化
の確保

EDM04 

資源最適化
の確保

EDM05

ステークホルダー
関与の確保

計画

構築

実行

モニタリング

APO01 

I&Tマネジメント
フレームワークの管理

APO02 

戦略の管理

APO03 

エンタープライズ
アーキテクチャの管理

APO04

イノベーション
の管理

APO05 

ポートフォリオ
の管理

APO06

予算とコスト
の管理

APO07

人的資源
の管理

APO08

関係の管理

APO09 

サービス契約
の管理

APO10 

ベンダー
の管理

APO11 

品質の管理

APO12 

リスクの管理

APO13 

セキュリティ
の管理

BAI01 

プログラムの管理

BAI02 

要件定義
の管理

BAI03 

ソリューションの特定
と構築の管理

BAI04 

可用性とキャパシテ
ィの管理

BAI05 

組織変革
の管理

BAI06 

IT変更の管理

BAI07 

IT変更受入と移行
の管理

BAI08 

知識の管理

BAI09 

資産の管理

BAI10 

構成の管理

DSS01 

オペレーション
の管理

DSS02 

サービス要求と
インシデントの管理

DSS03 

問題の管理

DSS04 

継続性の管理

DSS05 

セキュリティ
サービスの管理

DSS06 

ビジネスプロセス
統制の管理

MEA01 

成果と整合性の
モニタリングの管理

MEA02 

内部統制システムの
モニタリングの管理

MEA03 

外部要件への
準拠性の管理

マネジメント目標

APO14 

データの管理

BAI11 

プロジェクトの管理

MEA04

保証の管理

COBITコアモデル（COBIT 5からCOBIT2019への変更点）
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①

②

③

④

⑤

⑥
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COBITコアモデル（COBIT 5からCOBIT2019への変更点）
新たに「データの管理」というマネジメント目標を追加し、プログラム
管理とプロジェクト管理を分離し、内部統制から保証の管理を独立
化するなどの変革を実現している

APO14 

データの管理

BAI11 

プロジェクトの管理

BAI01 

プログラムと
プロジェクトの管理

BAI01 

プログラムの管理

MEA02 

内部統制システム
のモニタリングの管

理

MEA04

保証の管理

MEA02 

内部統制システム
のモニタリング、評
価、アセスメント

分割

分割

新規

EDM02 

効果提供
の確保

APO05 

ポートフォリオ
の管理

BAI08 

知識の管理

APO01 

ITマネジメント
フレームワークの管理

APO01 

I&Tマネジメント
フレームワークの管理

APO05 

ポートフォリオ
の管理

EDM02 

効果提供
の確保

BAI08 

知識の管理

実践手
法一部
移動

実践手
法

再構成

実践手
法一部
削除

COBIT 5プロセス COBIT 2019マネジメント目標 COBIT 5プロセス COBIT 2019マネジメント目標
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ガバナンスシステムの原則5：
事業体ニーズへのテーラリング

1. ステーク

ホルダー
価値の提

供

4. マネジメ

ントと異なる
ガバナンス

2. 包括的

アプロー
チ

5. 事業体

ニーズへの
テーラリン

グ

3. 動的なガ

バナンスシ
ステム

6. 事業体全

体のガバナ
ンスシステ

ム

ガバナンスシステムのコンポーネントをカスタマイズ
し優先順位を付けるためのパラメータであるデザイ
ンファクターを使用して、ガバナンスシステムを事業
体のニーズに合わせて調整する必要がある。
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原則5： 事業体ニーズへのテーラリング
ガバナンスシステムはデザインファクターに基づくテー
ラリングを行い、必要に応じてフォーカスエリアを適用し
て整備する

COBIT コア

ガバナンス目標とマネジメント目標の参照モデル
情報とテクノロジー

のための
テーラーメイドの

事業体ガバナンス
システム

・事業体戦略
・事業体達成目標
・事業体のサイズ
・IT部門の役割
・I&Tのソーシングモデル

・コンプライアンス要件、
等

デザインファクター

・SME

・セキュリティ
・リスク
・DevOps、等

フォーカスエリ
ア

ガバナンスとマネジメント目標の優先順位付け

特定のフォーカスエリアのガイダンス

目標とする能力と成果のマネジメントのガイダ
ンス

原則5：事業体ニーズへの
テーラリング
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ガバナンスシステムの原則6：
事業体全体のガバナンスシステム

1. ステーク

ホルダー
価値の提

供

4. マネジメ

ントと異なる
ガバナンス

2. 包括的

アプロー
チ

5. 事業体

ニーズへの
テーラリング

3. 動的なガ

バナンスシ
ステム

6. 事業体全

体のガバナ
ンスシステ

ム

ガバナンスシステムは、プロセスが事業体内のどこ
にあるかにかかわらず、 IT機能だけでなく、事業体
が目標を達成するために設定したすべてのテクノロ
ジと情報の処理に焦点を合わせて、事業体全体を
網羅する必要がある。
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1. 概念モデル
ベース

3. 主要な標準
との整合

2. オープン

でフレキシ
ブル

4.2 ガバナンスフレームワークの原則

1. ガバナンスのフレームワークは、一貫性
を最大化し、自動化を可能にするために、主
要なコンポーネントおよびコンポーネント間
の関係を識別する概念モデルに基づいてい
る必要がある。

2. ガバナンスの枠組みはオープンで柔軟な
ものでなければならない。 それは、整合性と
一貫性を維持しながら、新しいコンテンツを
追加し、最も柔軟な方法で新しい問題に対処
する能力を可能にする。

3. ガバナンスの枠組みは、関連する主要な
標準、フレームワーク、および規制と整合す
る必要がある。
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5. COBITパフォーマンス管理（ＣＰＭ）

• CPMモデルは、CMMI Development V2.0 の概念に
ほぼ沿っており、それを拡張している。

• プロセス活動は、能力レベルに関連付けられている。

（参考）COBIT5では、 CMMI の概念に沿った
「Process Assessment Model(PAM): Using COBIT 5」
を参照していた。
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プロセスのパフォーマンス管理

COBIT 2019は、CMMIベースのプロセス能力スキーム
をサポートしている。

プロセスは目的を達成し、明確に定義され、性能を改善するた
めに測定され、継続的な改善が追求される

プロセスは目的を達成し、明確に定義され、そしてその性能は（定量的
に）測定される

組織により、体系的な方法で目的を達成する。 プロセスは通常、明確に定
義されている

実施するかどうかで特徴付けることができる、基本的ではあるが十分な一連の活
動を実施することで目的を達成する

初歩的または直感的として特徴付けることができる、不完全な一連の活動を実施するこ
とで目的を達成する

基本的な機能がない
•ガバナンスおよびマネジメント目的に取り組むための不完全なアプローチ
•プロセス慣行の意図を満たす可能性がある、またはそうでない可能性がある

０

１

２

３

４

５

出所：COBIT® 2019フレームワーク序論および方法論 図表6.2
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6. ガバナンスシステムの設計

1 マネジメント目標の優先順位

と選択（重要なマネジメント目標
に高い能力レベルを設定）

2 コンポーネントの取捨選択

3 COBITコアモデルの内容の変
更

1. マネジメン
ト目標の

優先順位と目
標能力
レベル

2. コンポーネン
トの変動

3. 特定のフォ
ーカス
エリア

デザイン
ファクター
による影響

出所： COBIT® 2019フレームワーク序論および方法論 図表7.1
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ガバナンスシステムの設計ワークフロー

出所: COBIT® 2019フレームワーク序論および方法論 図表7.2

4. ガバナンスシス

テムの設計を完結
する

3. ガバナンスシス

テムのスコープを
精緻にする

2. ガバナンスシス

テムの初期スコー
プを決定する

1. 事業体の状況と
戦略を理解する

1.1 事業体の戦略を理解する
1.2 事業体の目標を理解する
1.3 リスクプロファイルを理解する
1.3 現状のI&Tに関する課題を理

解する

2.1 事業体の戦略を考察する
2.2 事業体の目標を検討し、

COBITの目標カスケードを
適用する

2.3 事業体のリスクプロファイ
ルを考察する

2.4 現状のI&Tに関する課題を
検討する

3.1 脅威の状況を検討する
3.2 コンプライアンス要件を検討

する
3.3 ITの役割を検討する
3.4 調達モデルを検討する
3.5 ITの導入方法を検討する
3.6 ITの適用戦略を検討する
3.7 事業体の規模を考慮する

4.1 固有の優先順位付の衝
突を解決する

4.2 ガバナンスシステムの設
計を完結する
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7. COBIT 2019 導入ガイダンス

出所: COBIT® 2019フレームワーク序論および方法論 図表8.1
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導入ライフサイクル

フェーズ1 ̶ ドライバーは何か？

現在の変革ドライバーを識別し、経
営幹部レベルにおいて、そのときの
ビジネスケースの中で表現する。

変革ドライバーは、変革の刺激とな
る内外の事象、条件、重要な課題
である（ 産業、市場、技術的な）傾

向、成果不足、ソフトウェア導入、事
業体の達成目標など。
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導入ライフサイクル

フェーズ2 ̶ どの位置にいるのか？

整合目標を事業体の戦略とリスクに整
合させ、最も重要な事業体の達成目標
、整合目標、プロセスを優先付ける。
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導入ライフサイクル

フェーズ3 ̶ どの位置を目指すか？

潜在的な解決策を特定するためにギャ
ップ分析に従った改善目標を設定する
。

達成が容易であり、大きな効果を生む
可能性の高いプロジェクトを優先するべ
きである。

長期的なタスクは管理可能な部分に分
解すべきである。
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導入ライフサイクル

フェーズ4 ̶ 何をする必要があるか？

プロジェクトを定義し、導入の変革計画を
策定することにより、実現可能で有用な解
決策を計画する。
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導入ライフサイクル

フェーズ5 ̶ どのように達成するか？

日々の実践に向けた解決策導入の提案と
、ビジネスとの整合が達成され、成果が測
定できることを確実にする測定指標とモニ
タリングシステムの確立を提供する。
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導入ライフサイクル

フェーズ6 ̶ そこに到達したか？

改善されたガバナンスおよびマネジメ
ントが持続可能なように通常の事業運
営に移行されることを確認する。

成果測定指標と期待する効果を使った
改善の達成度モニタリングを確認する
。
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導入ライフサイクル

フェーズ7 ̶ どのように推進力を維

持できるか？

取り組み全体としての成功を振り返り、
さらなるガバナンスやマネジメントの要
件を識別し、継続的な改善の必要性を
補強する。
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ガバナンスシステムの設計ワークフロー（再掲）

出所: COBIT® 2019フレームワーク序論および方法論 図表7.2

4. ガバナンスシス

テムの設計を完結
する

3. ガバナンスシス

テムのスコープを
精緻にする

2. ガバナンスシス

テムの初期スコー
プを決定する

1. 事業体の状況と
戦略を理解する

1.1 事業体の戦略を理解する
1.2 事業体の目標を理解する
1.3 リスクプロファイルを理解する
1.3 現状のI&Tに関する課題を理

解する

2.1 事業体の戦略を考察する
2.2 事業体の目標を検討し、

COBITの目標カスケードを
適用する

2.3 事業体のリスクプロファイ
ルを考察する

2.4 現状のI&Tに関する課題を
検討する

3.1 脅威の状況を検討する
3.2 コンプライアンス要件を検討

する
3.3 ITの役割を検討する
3.4 調達モデルを検討する
3.5 ITの導入方法を検討する
3.6 ITの適用戦略を検討する
3.7 事業体の規模を考慮する

4.1 固有の優先順位付の衝
突を解決する

4.2 ガバナンスシステムの設
計を完結する
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導入ライフサイクルと設計ガイドとの関係

1. 事業体の状況と戦略を
理解する

2. ガバナンスシステムの初
期スコープを決定する

3. ガバナンスシステムのス
コープを精緻にする

4. ガバナンスシステムの設
計を完結する

設計ガイド
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〔復習〕 COBIT 2019全体概要とドキュメント
（３．再掲）

出所：COBIT® 2019フレームワーク 序論および方法論 図表4.1

(SME : small and medium enterprises)

(SME : small and medium enterprises)



ご清聴ありがとうございました


